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「長谷川等伯展 －描かれた動物たち－」 より

①　『竹 林 猿 猴 図 屏 風』（6曲1双部分）長谷川等伯筆

②　『竹 鶴 図 屏 風』（6曲1双部分）長谷川等伯筆

③　『竹 虎 図 屏 風』（6曲1双部分）長谷川等伯筆

④⑤『松に鴉・柳に白鷺図屏風』（6曲1双部分）長谷川等伯筆
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「
長
谷
川
等
伯
展
〜
描
か
れ
た
動
物
た
ち
〜
」

９
月
６
日(

土)

〜
10
月
５
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

平
成
八
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ

展
」
も
、
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
は
仏
画
、
肖

像
画
、
花
鳥
画
、
山
水
画
な
ど
色
々
な
画
題
を
手
掛
け
て

い
ま
す
が
、
動
物
描
写
に
も
定
評
が
あ
り
様
々
な
動
物
た

ち
を
巧
み
に
描
い
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
等
伯
研
究
で
も

知
ら
れ
る
出
光
美
術
館
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
同
館
所
蔵

の
水
墨
画
を
中
心
に
動
物
が
描
か
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
一
部
長
谷
川
派
の
作
品
と
、
昨
年
七
尾
市
が

購
入
し
た
「
陳ち
ん

希き

夷い

睡す
い

図ず

」
も
特
別
展
示
し
ま
す
。

描
か
れ
た
動
物
の
夫
婦
や
親
子
は
愛
情
豊
か
に
表
現
さ

れ
、
そ
れ
は
ま
る
で
等
伯
自
身
の
姿
の
よ
う
で
も
あ
り
ま

す
。
点
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
展
を
通
し

て
等
伯
の
卓
越
し
た
観
察
力
と
描
写
力
を
直
に
感
じ
る
と

共
に
、人
間
等
伯
に
も
ふ
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

【
特
別
展
示
】

昨
年
十
月
、
七
尾
市
は
信
春
（
等
伯
）
筆
の
水
墨
画

「
陳
希
夷
睡
図
」
を
購
入
し
ま
し
た
。
今
年
の
一
月
四
日

か
ら
約
二
ヶ
月
間
「
冬
季
・
所
蔵
品
展
」
で
初
公
開
し
ま

し
た
が
、前
回
見
逃
し
た
方
々
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、

今
回
特
別
展
示
い
た
し
ま
す
。

五
代
宋
初
期
、
太
宗
よ
り
陳
希
夷
の
号
を
賜
っ
た
と
言

わ
れ
る
隠
士
陳
摶
ち
ん
た
ん

は
、
時
に
は
三
年
も
眠
り
続
け
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。樹
下
で
脇
息
に
寄
り
か
か
っ
て
眠
る
姿
は
、

な
ん
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

狩
野
派
や
雪
舟
の
影
響
が
見
ら
れ
る
画
面
と
、
主
に
狩

野
派
が
使
用
し
た
鼎か
な
え

形
「
信
春
」
印
に
よ
っ
て
、
不
透
明

で
あ
っ
た
四
十
歳
代
の
動
向
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て

い
く
の
で
す
。

【
仏
画
の
中
の
動
物
た
ち
】

等
伯
の
描
い
た
仏
画
に
は
様
々
な
動
物
が
登
場
し
ま

す
。「
十
六
羅
漢
図
」
や
「
愛
宕
権
現
図
」
も
そ
う
で
す

が
、「
涅
槃
図
」
は
涅
槃
に
入
る
釈
迦
の
死
を
嘆
き
悲
し

ん
で
集
ま
っ
て
き
た
動
物
た
ち
が
仏
弟
子
た
ち
と
共
に
描

か
れ
て
お
り
、
特
に
目
を
引
き
ま
す
。

画
派
に
よ
っ
て
、
筆
致
は
勿
論
の
こ
と
登
場
す
る
動
物

や
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
も
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
仏

画
の
場
合
は
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
も
あ
り
、
絵
手
本
と
す

る
作
品
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
動
物
た
ち
の
描
写
は

や
は
り
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
十
歳
で
描
い
た

「
涅
槃
図
」
は
誠
に
色
鮮
や
か
で
、
仏
の
世
界
を
思
わ
せ

ま
す
。

【
水
墨
に
よ
る
動
物
た
ち
】

晩
年
の
等
伯
は
水

墨
画
に
美
の
境
地
を

求
め
、
牧
谿
も
っ
け
い

画
な
ど

の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
独
自
の
表
現
を

試
み
て
い
き
ま
す
。

牧
谿
画
観
賞
体
験

か
ら
生
ま
れ
た
「
竹

林
猿
猴
図
屏
風
」は
、

戯
れ
る
母
子
猿
と
、

木
を
伝
っ
て
そ
こ
へ

近
づ
こ
う
と
す
る
父

猿
を
描
い
た
も
の

で
、
画
面
全
体
か
ら

柔
ら
か
い
光
と
親
子

の
情
愛
が
溢
れ
出
て

い
ま
す
。

「
松
に
鴉
・
柳
に

白
鷺
図
屏
風
」
も
鴉
の
親
子
、
白
鷺
の
番
が
描
か
れ
、

「
竹
鶴
図
屏
風
」
も
巣
篭
も
り
す
る
雌
と
、
雌
を
守
ろ
う

と
し
て
い
る
雄
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。
ま
た
、「
竹
虎
図
屏

風
」
画
面
に
は
「
周
文
真
筆
」
と
の
狩
野
探
幽
に
よ
る
書

き
込
み
が
あ
る
も
の
の
、
筆
致
を
見
る
に
そ
の
筆
者
は
等

伯
以
外
に
は
考
え
に
く
く
、
二
頭
の
虎
も
猫
に
見
ら
れ
る

雌
雄
の
情
愛
表
現
と
見
ら
れ
、
他
の
水
墨
画
と
非
常
に
共

通
す
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
他
、
等
伯
の
四
男
・
左
近
が
描
い
た
「
波

龍
図
屏
風
」
と
、
等
伯
筆
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
波
龍
図
屏
風
」
を
同
時
に
展
示
し
ま
す
。

2

平
成
15
年
７
月
５
日
（
土
）
〜

10
月
５
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「陳希夷睡図」長谷川信春（等伯）筆
当館蔵

「涅槃図」 長谷川信春（等伯）筆　妙成寺蔵

「竹林猿猴図屏風」（６曲１双内右隻）長谷川等伯筆相國寺・承天閣美術館蔵

第34号  03.9.8 2:58 PM  ページ 2



★
本
展
会
期
中
の
九
月
十
五
日
（
月
・
祝
）、
出
光
美
術

館
の
学
芸
課
長
・
黒
田
泰
三
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
出
品
予
定
作
品

（
◎
＝
重
文
、
□
＝
県
文
、
△
＝
市
町
村
文
）

「
陳
希
夷
睡
図
」

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

紙
本
墨
画
　
　
一
幅
　
　
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

□
「
愛
宕
権
現
図
」

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

絹
本
著
色
　
　
一
幅
　
　
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

「
海
棠
に
雀
図
」

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

紙
本
著
色
　
　
一
幅
　
　
　
島
根
・
安
来
家

□
「
涅
　
槃
　
図
」

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆

絹
本
著
色
　
　
一
幅
　
　
　
石
川
・
妙
成
寺

△
「
涅
　
槃
　
図
」

長
谷
川
派
筆

絹
本
著
色
　
　
一
幅
　
　
　
石
川
・
来
迎
寺

「
波
龍
図
屏
風
」

長
谷
川
左
近
（
等
重
）
筆

紙
本
墨
画
金
泥
引

六
曲
一
双
内
右
隻

高
野
山
・
金
剛
三
昧
院

「
波
龍
図
屏
風
」

伝
長
谷
川
等
伯
筆

紙
本
墨
画
　
　
六
曲
一
隻
　
京
都
・
本
法
寺

◎
「
竹
林
猿
猴
図
屏
風
」

長
谷
川
等
伯
筆

紙
本
墨
画
金
泥
引

六
曲
一
双
　
相
國
寺
・
承
天
閣
美
術
館

「
松
に
鴉
・
柳
に
白
鷺
図
屏
風

」
長
谷
川
等
伯
筆

紙
本
墨
画
淡
彩

六
曲
一
双
　
出
光
美
術
館

「
竹
鶴
図
屏
風
」

長
谷
川
等
伯
筆

紙
本
墨
画
　
　
六
曲
一
双
　
出
光
美
術
館

「
竹
虎
図
屏
風
」

長
谷
川
等
伯
筆

紙
本
墨
画
　
　
六
曲
一
双
　
出
光
美
術
館

★
会
期
中
、
等
伯
関
連
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

★
等
伯
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

作
品
を
年
代
毎
に
収
録
し
た
五
本
の
静
止
画
番
組
と
、

大
き
な
歴
史
的
流
れ
の
中
で
の
等
伯
の
軌
跡
を
収
録
し

た
動
画
番
組
一
本
か
ら
、
見
た
い
番
組
を
自
由
に
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

★
会
期
中
、
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
会
期
中
、「
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
」
も
実
施

し
ま
す
。

「
所
蔵
品
展

〜
石
川
県
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
〜
」

９
月
６
日(

土)

〜
10
月
５
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

当
館
所
蔵
作
品
及
び
寄
託
作
品
か
ら
、
石
川
県
ゆ
か
り

の
画
家
た
ち
が
描
く
日
本
画
・
洋
画
を
紹
介
し
ま
す
。

《
出
品
予
定
作
品
》

日
本
画

「
土
　
　
偶
」

上
田
　
珪
草

「
帰
ら
な
い
日
」

加
戸
ひ
と
み

「
Ｆ
ｌ
ｏ
ｏ
ｒ
」

佐
藤
　
俊
介

「
絶
域
涛
声
」

水
道
　
秋
聖

「
屋
　
　
根
」

古
澤
　
洋
子

「
街
の
隙
間
」

府
坡
　
綾
子

洋
　
画

「
鎧
」

太
佐
寿
一
郎

「
イ
エ
ー
ル
の
街
角
」

田
辺
栄
次
郎

「
Ｍ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ
ｙ
」

中
村
　
静
勇

「
ラ
ク
リ
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
（
白
い
気
配
）
」

西
房
　
浩
二

「
バ
レ
リ
ー
ナ
」

八
野
田
　
博

「
不
倒
の
阿
形
像
」

堀
場
　
良
夫

「
見
透
せ
ぬ
窓
」

前
田
さ
な
み

※
観
覧
料
は
「
長
谷
川
等
伯
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

3

◇
共
通
観
覧
料�

3
5
0
円
�

3
0
0
円
�

一
　
般�

7
0
0
円�

6
0
0
円
�

�

個
　
　
人�

団
　
　
体�

大
高
生�

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※「
所
蔵
品
展
」と
共
通
料
金
で
す
。�

「松に鴉・柳に白鷺図屏風」長谷川等伯筆　出光美術館蔵

「竹虎図屏風」 長谷川等伯筆　出光美術館蔵

「屋根」古澤　洋子「鎧」太佐寿一郎
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能
登
空
港
開
港
記
念
３
館
合
同
企
画
展
事
業

特
別
展
「
能
登
の
魅
力

〜
豊
か
な
自
然
と
の
出
会
い
〜
」

７
月
５
日(

土)

〜
８
月
31
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

能
登
地
方
の
新
し
い
空
の
玄
関
口
・
能
登
空
港
の
開
港

を
記
念
し
て
、
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
・
石
川
県
能
登

島
ガ
ラ
ス
美
術
館
・
当
館
の
三
美
術
館
に
よ
る
合
同
企
画

展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

三
館
で
の
協
同
展
覧
会
は
今
回
初
め
て
の
企
画
で
あ

り
、
能
登
の
美
術
館
と
し
て
こ
れ
ま
で
各
館
が
収
集
・
展

示
を
し
て
き
た
特
色
あ
る
所
蔵
品
よ
り
、
自
然
や
風
土
な

ど
を
表
現
し
た
作
品
を
展
示
、
そ
れ
ら
の
美
術
品
を
通
し

た
形
で
の
能
登
地
方
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
本
展
は
三
館
同
時
開
催
で
「
能
登
の
魅
力
」
を

タ
イ
ト
ル
に
、
各
館
が
三
者
三
様
の
視
点
で
副
題
を
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
当
館
の
テ
ー
マ
は
「
豊
か
な
自
然
と
の

出
会
い
」
で
す
。

能
登
半
島
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
要
因
に
よ

っ
て
、
古
く
よ
り
海
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
変
わ
る
事
の
な
い
豊
か
な
自

然
の
い
と
な
み
は
、
素
朴
で
温
か
い
人
々
の
印
象
と
共
に

や
さ
し
さ
や
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
そ
れ
が
能
登
の
大

き
な
魅
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
本
展
で
は
能
登
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
能
登
空
港

の
「
空
」、
能
登
を
育
ん
で
き
た
「
海
」、
そ
れ
か
ら
「
能

登
の
風
土
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
輪
島
漆
芸
美
術

館
、
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
の
作
品
を
加
え
て
、
絵
画
、

漆
芸
、
ガ
ラ
ス
作
品
な
ど
計
三
十
点
を
紹
介
し
ま
す
。

★
特
別
展
「
能
登
の
魅
力
」
輪
島
・
能
登
島
各
会
場
の
テ

ー
マ
で
す
。
同
展
も
あ
わ
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

＊
輪
島
漆
芸
美
術
館
　
　
「
〜
景
色
と
の
交
感
〜
」

＊
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

「
光
と
夢
　
〜
自
然
へ
の
想
い
〜
」

★
本
展
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
各
館
ご

観
覧
時
に
本
展
チ
ラ
シ
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
頂
き
、

三
館
分
が
揃
い
ま
す
と
能
登
空
港
と
各
美
術
館
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

★
本
展
期
間
中
、
能
登
空
港
ご
利
用
の
方
は
観
覧
料
が
割

引
（
五
〇
〇
円→

四
〇
〇
円
）
に
な
り
ま
す
（
搭
乗
券

及
び
搭
乗
券
半
券
提
示
が
必
要
で
す
）。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展
」

７
月
５
日(

土)

〜
８
月
31
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

当
館
所
蔵
品
の
中
核
・
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り

工
芸
・
絵
画
を
中
心
に
優
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
展
示
と
し
て
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆
の

「
達
磨
図
」（
七
尾
市
・
龍
門
寺
蔵
、
県
文
）
を
あ
わ
せ
て

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

4

「耀」井波唯志　石川県輪島漆芸美術館蔵

「SHARED HORIZON」
Michael ROGERS
石川県能登島ガラス美術館蔵

◇
共
通
観
覧
料�

3
5
0
円
�

3
0
0
円
�

一
　
般�

5
0
0
円�

4
0
0
円
�

�

個
　
　
人�

団
　
　
体�

大
高
生�

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
同
時
開
催
の「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展
」と�

　
共
通
料
金
で
す
。�

「巖門夕照」 水道秋聖　当館蔵

「松図」熊谷守一
当館蔵

第34号  03.9.8 2:58 PM  ページ 4



「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ポ
ス
タ
ー
展
」

７
月
23
日(

水)

〜
８
月
６
日(

水)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
モ
ン
ト
レ
ー
市
（
米
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
は
「
世
界
三
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
開
催
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
（
金
）
〜
二
十
七
日
（
日
）
に
七
尾
・

和
倉
温
泉
で
開
催
さ
れ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）
in
能
登
」
に
あ
わ
せ
、
モ
ン

ト
レ
ー
市
よ
り
平
成
八
年
に
七
尾
市
・
和
倉
温
泉
観
光
協

会
・
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
に
友
好
の
記
念
と
し
て
贈

ら
れ
た
Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス
タ
ー
を
一
堂
に
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｌ
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｍ
Ａ
Ｎ
が
リ
ト
グ
ラ
フ
で
制
作
し

た
貴
重
な
版
画
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
の
世
界
を
色
鮮

や
か
に
、
そ
し
て
躍
動
的
に
描
い
た
作
品
約
五
十
点
を
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は
「
特
別
展
　
能
登
の
魅
力
」「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展
」

と
共
通
料
金
で
す
。

第
８
回
　
七
尾
日
創
展

７
月
10
日
（
木
）
〜
13
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
２
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

公
募
に
よ
る
日
本
画
を
中
心
と
し
た
絵
画
約
六
十
点
を

展
示
し
ま
す
。
若
手
作
家
の
生
き
い
き
と
し
た
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
作
家
の
じ
っ
く
り
と
描
い
た

作
品
ま
で
、
ご
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

日
創
会
（
代
表
　
丹
羽
俊
夫
）

共
　
催

北
國
新
聞
社

後
　
援

石
川
県
・
石
川
県
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
教
育

委
員
会
・
能
登
島
町
教
育
委
員
会
・
鹿
島
町
教

育
委
員
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
・
北
陸
放

送
・
テ
レ
ビ
金
沢
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

協
　
賛

金
城
大
学

連
絡
先

三
宅
厚
史

〇
七
六
七
（
七
七
）
一
三
六
八

第
62
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

第
９
回
　
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

７
月
17
日
（
木
）
〜
21
日(

月)

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

七
十
四
名
の
全
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

協
会
展
の
あ
と
、
作
品
を
鳥
屋
町
ふ
る
さ
と
創
修
館
へ
移

動
し
て
、
八
月
二
十
日
（
水
）
ま
で
、
鳥
屋
展
を
開
催
し

ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
美
術
作
家
協
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
商
工
会
議
所
・
北

國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お
・
テ
レ
ビ
金
沢
・

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局
長
　
木
本
香
泉

〇
七
六
七
（
五
二
）
四
〇
一
一

第
13
回
　
彩
虹
画
展

８
月
８
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

能
登
の
洋
画
四
団
体
の
合
同
展
で
、七
尾
市
の
彩
の
会
、

グ
ル
ー
プ
虹
、
英
の
会
と
志
賀
町
の
画
好
会
を
合
わ
せ
た

会
員
約
五
十
人
が
人
物
や
風
景
、
静
物
な
ど
大
作
か
ら
小

品
ま
で
五
十
〜
六
十
点
の
近
作
を
展
示
、
発
表
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

彩
虹
画
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会
・
北

國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

加
地
　
求

〇
七
六
七
（
五
二
）
一
六
一
三

水
墨
画
比
古
呂
会
掛
軸
展

８
月
13
日
（
水
）
〜
17
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

水
墨
画
家
竹
中
幸
生
が
指
導
す
る
教
室
で
今
回
は
穴
水

と
押
水
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
本
部
か
ら
の
選
抜
会
員

を
加
え
、
全
員
が
軸
装
に
よ
り
発
表
し
ま
す
。
墨
彩
画
等

も
あ
り
、
会
員
一
人
一
人
が
思
い
思
い
に
描
い
た
作
品
を

多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

水
墨
画
比
古
呂
会

後
　
援

北
國
新
聞
社

連
絡
先

水
墨
画
比
古
呂
会
事
務
局
　
竹
中
啓
子

〇
七
六
（
二
六
八
）
七
〇
一
六

5

◆
お
こ
と
わ
り
◆

７
月
５
日
〜
９
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
日
韓
洋
画

展
」
は
、
主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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6

第
２
回
　
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
19
日
（
土
）

開
演
　
午
後
７
時

日
本
ジ
ャ
ズ
界
ベ
ー
ス
の
第
一
人
者
・
鈴
木
勲
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
。
ド
ラ
ム
に
力
武
誠
、
ピ

ア
ノ
に
佐
藤
丈
青
、
ギ
タ
ー
に
長
山
剛
士
と
素
晴
ら
し
い

メ
ン
バ
ー
。
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
音
楽
好
き
の
方
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
地
元
バ
ン
ド
・
中
村
耕
一
郎
四
重
奏
団

も
出
演
致
し
ま
す
。

入
場
料

（
大
人
）
二
〇
〇
〇
円
　
（
高
校
生
以
下
）
一
五
〇
〇
円

主
　
催

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

共
　
催

ラ
ブ
・
ジ
ャ
ズ
・
ト
ー
ク
・
イ
ン
能
登

後
　
援

七
尾
市
・
七
尾
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
北
國

新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

西
川
俊
太
郎

〇
七
六
七
（
五
三
）
三
七
六
一

第
22
回
　
北
嶺
中
学
校
フ
ル
バ
ン
ド
部
定
期
演
奏
会

８
月
３
日
（
日
）

開
演
　
午
後
２
時

日
頃
の
部
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
18
名
と
い
う

少
人
数
で
す
が
、
今
年
も
ジ
ャ
ズ
か
ら
演
歌
と
幅
広
く
演

奏
し
ま
す
。
今
回
は
ベ
ル
の
演
奏
や
、
賛
助
出
演
と
し
て

お
願
い
し
た
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
も
挑

戦
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
楽
し
ん
で
聴
い
て
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
市
立
北
嶺
中
学
校

共
　
催

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会

後
　
援

北
嶺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
先

七
尾
市
立
北
嶺
中
学
校

〇
七
六
七
（
五
八
）
一
二
一
三

片
岡
美
由
紀
・
平
野
千
恵
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

８
月
10
日
（
日
）

開
演
　
午
前
10
時
30
分

年
長
の
小
さ
な
お
友
達
か
ら
中
学
生
ま
で
の
皆
さ
ん
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
会
で
す
。
今
回
初
め
て

出
演
す
る
生
徒
さ
ん
も
多
い
の
で
、
今
か
ら
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

片
岡
美
由
紀
・
平
野
千
恵
ピ
ア
ノ
教
室

後
　
援

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

連
絡
先

片
岡
美
由
紀

〇
七
六
七
（
五
七
）
一
八
八
六

小
川
裕
二
（
バ
リ
ト
ン
）
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
23
日
（
土
）

開
演
　
午
後
７
時

二
期
会
の
オ
ペ
ラ
を
中
心
に
活
躍
を
続
け
て
い
る
、
小

川
裕
二
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
小
川
沙
織
さ
ん
伴
奏

に
よ
る
バ
リ
ト
ン
の
独
唱
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

入
場
料

無
料
（
入
場
整
理
券
必
要
）

主
　
催

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

後
　
援

七
尾
市
医
師
会

連
絡
先

佐
藤
　
日
出
夫

〇
七
六
七
（
五
三
）
二
四
八
二

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

８
月
31
日
（
日
）

開
演
　
午
前
10
時

一
年
の
練
習
の
成
果
を
、
ピ
ア
ノ
独
奏
や
連
弾
で
発
表

し
ま
す
。
今
年
は
フ
ル
ー
ト
奏
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
ピ
ア
ノ
教
室
門
下
生

後
　
援

カ
ワ
イ
楽
器
製
作
所
㈱
・
開
進
堂
楽
器
㈱

連
絡
先

中
條
久
美
子

〇
七
六
七
（
二
二
）
一
四
一
二

第
24
回
　
等
伯
ま
つ
り

９
月
５
日
（
金
）

開
演
　
午
後
１
時

等
伯
顕
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
（
予
定
）

・
箏
、
三
絃
、
尺
八
合
奏
　
玉
木
社
中
　
箏
祥
会

・
献
茶
、
献
花
、
献
句
　
　
奥
村
社
中
・
七
尾
文
芸
の
つ
ど
い

・
コ
ー
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
ド
ル
チ
ェ
マ
マ

入
場
料

無
料

主
　
催

等
伯
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先

石
川
県
七
尾
美
術
館

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇
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第
３
回
ブ
リ
ラ
ン
テ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
21
日
（
日
）

開
演
　
午
後
６
時

ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
声
楽
の
演
奏
会
で
す
。
独
奏
や

二
重
奏
・
連
弾
の
他
、
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー
の
共
演
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す
。
豊
か
な
音
色
を
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

入
場
料

（
大
人
）
一
〇
〇
〇
円
　
（
小
学
生
以
下
）
七
〇
〇
円

主
　
催

ブ
リ
ラ
ン
テ

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お
・
七
尾
パ
ソ
コ

ン
家
庭
教
師
Ｓ
Ｅ

連
絡
先

干
場
一
葉

〇
七
六
七
（
七
四
）
一
三
五
二

「
広
重
と
北
斎
の
東
海
道
五
十
三
次
と
浮
世
絵
名
品
展
」

会
期
中
の
五
月
十
三
日
（
火
）、
当
館
の
観
覧
者
が
開
館

よ
り
三
十
万
人
に
達
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ち
ょ
う
ど
三
十
万
人
目
の
観
覧
者
と
な
っ
た
の
は
、

富
山
県
高
岡
市
に
お
住
ま
い
の
主
婦
・
田
畑
妙
子
さ
ん

で
、
北
陸
電
力
高
岡
支
店
主
催
の
施
設
見
学
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
の
来
館
で
し
た
。

田
畑
さ
ん
に
は
、
当
館
の
嶋
崎
館
長
よ
り
開
催
中
の
展

覧
会
に
ち
な
ん
で
、
額
入
り
の
浮
世
絵
複
製
画
、
長
谷
川

等
伯
展
図
録
、
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
お
花
な
ど
の

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
後
賞
は
同
ツ
ア
ー
に
参
加
の
富
山
県
西
砺
波

郡
福
岡
町
の
主
婦
・
山
崎
澄
子
さ
ん
、
高
岡
市
の
主
婦
・

立
浪
弘
子
さ
ん
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
当
館
は
平
成
七
年
四
月
に
開
館
し
て
か

ら
、
今
年
で
八
年
を

経
過
し
、
二
年
後
に

は
開
館
十
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
皆
様

の
ご
支
援
に
感
謝

し
、
今
後
も
よ
り
一

層
、「
皆
様
の
心
に

残
り
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
」
事
業
を

考
え
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

7

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜

７
月
12
日
・
26
日
、
８
月
９
日
・
23
日

「
蒔
絵
　
寺
井
直
次
の
わ
ざ
」（
30
分
）

９
月
13
日
・
27
日

「
利
休
の
茶
」

（
47
分
）

◇
「
長
谷
川
等
伯
展
」
特
別
講
演
会

９
月
15
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
〜

演
　
題

「
描
か
れ
た
動
物
た
ち

〜
新
た
な
絵
画
の
時
代
〜
」

講
　
師

黒
田
泰
三
　
氏
（
出
光
美
術
館
　
学
芸
課
長
）

★
午
後
３
時
30
分
か
ら
簡
単
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

「
最
近
の
等
伯
及
び
長
谷
川
派
研
究
に
つ
い
て
」

出
席
者
（
予
定
）

黒
田
泰
三

氏
（
出
光
美
術
館
　
学
芸
課
長
）

北
春
千
代

氏
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
　
副
館
長
）

当
館
学
芸
員

※
聴
講
無
料
（
展
覧
会
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

■内　容：地元の彫刻作家を講師に招き、自在に形をかえる粘土を使
って作品をつくります。立体造形の楽しさに触れてみませ
んか？夏休みの宿題にもピッタリです。�

■対　象：①小学生15名　②中学生・高校生15名（要申込）�
　　　　　※①②とも２日間参加できる方�
■参加費：無料�
■講　師：①吉田　隆 氏　②渡部　浩 氏�
■持ち物：おにぎり・水筒・汚れてもいいタオル�
�
■内　容：成蓮寺（七尾市）所蔵の「白描涅槃図」（長谷川等誉筆・

七尾市指定文化財・縦163.5㎝、横113㎝）を約原寸大
に印刷し、参加者全員で色を塗り、美術館で展示します。�

■対　象：小中学生　各日15名（要申込）※低学年は親子参加も可�
■参加費：無料�
■持ち物：おにぎり・水筒・汚れてもいいタオル�

■日　時　①7/24�・25��
　　　　　②7/28�・29��
　　　　　10:00～15:00

■日　時　①9/7� ②9/20��
　　　　　10:00～15:00
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〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

石川県七尾美術館だより 第34号（夏号）

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

（午前９時～午後４時の毎時30分発）

（7月～9月）

◆７月　1～4
◆９月　1～5

◎次号・第35号（秋号）は10月10日発行予定です。

「堆漆菊文香合」音丸耕堂　当館蔵

◆第１展示室

香りの記念日10周年記念事業

「香りを彩る器展」

本年は七尾市が「香りの記念日」を制定して10周年にあた
りますが、当館では記念展として香炉や香合など、香りにまつ
わる様々な器ややきものを中心に紹介します。
なお、同時開催は「秋の所蔵品展～四季の香り～」（第２展

示室）で、草花や海など香りを感じさせる作品など、絵画を中
心に展示予定です。

10月10日（金）～26日（日）

◆第１・２・３展示室

2003イタリア・ボローニャ国際絵本原画展

会期中無休

毎年イタリアの古都・ボローニャ市で開催される、世界規模の絵本原画公
募展入選作品が今年も七尾にやってきます。水彩・パステル・ＣＧなど様々
な技法で描かれた個性豊かな作品群は、子どもから大人まで楽しませてくれ
ます。
また、毎週土日には恒例の子どもワークショップ「かんたん絵本を作ろう
よ！」も開催します。

11月７日（金）～12月７日（日）

「poron's journey」
はぎの　ちはる
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